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Synopsis   

A scheme ofvegetation zonesforHokkaido has been discussed and proposed by  

severalscientists，basedonaphytogeographicalperspective．   

Honda（1912）dividedthenaturalforestzonesofHokkaidointothetemperateforest  
zoneandtheborealforestzone．Tatewaki（1958）proposedthatvegetationzones of  

Hokkaidowerecharacterizedbytheso－Calledintermediatezone（mixedforestzone）  
formedbyconiferousanddeciduoustreespecies．   

From a phytosociologlCalstandpoint，the naturalvegetation zones of Hokkaido  
weredividedintofourmainvegetationreglOnS：e．g．theSaso－FagioncrenataereglOn，  
theCarpino－QuerciongrossSerrataeregion，thePiceionjezoensis region and the  

Vaccinio－PinionpumilaereglOn（Miyawakietal．1975，1988）．   

Thus there are various oplnions the distribution and definition of concerning  
naturalforestzones orvegetation zonesin Hokkaido，from bothphytogeographical  
OrPhytosociologlCalstandpoints．Arevisedscheme ofvegetation zonesin Hokkaido  
ishereattemptedinordertounifytheseseveralphytogeographicalandphytosocio－  

loglCalconceptsforvegetationzones．As well，aneWPrOPOSedvegetation－eCOloglCal  

approach for classification and evaluation of the vegetation regions by means of 
PhytosociologlCallandscapeanalysISispresented．  

分布している（図1）。   

またWalter（1964）の気候区分に対応した世界の  

植生帯からみても，北海道の大部分は北方針葉樹林帯  

（borealconiferouszone）に，そして北海道の南西  

部は本州北部から続いた温帯落葉樹林（deciduous  

nemoralforests）に属している。   

このように北海道の植生景観は，気候的環境条件を  

反映した，北東ヨーロッパや北アメリカの大西洋沿岸  

地域と頬似したものとして示されている（大野，1988）。   

北海道における植生地理学的研究は本多（1912）に  

始まる。本多は北海道の自然林を温帯林と亜寒帯林に  

分けている。本多の研究以後北海道の植生地理学的研  

究は工藤（1925，1928），舘脇（1955，1958），吉岡  

（1973，1974），Hゑmet－Ahtietal．（1974），宮脇（1975，  

1988），伊藤（1987），宮脇・中村（1988）らによっ  

て行われてきた（表1）。   

はじめに  

南北に約3000kmの長さで連なる日本列島の最北  

端に位置する北海道は，それ以南の日本列島とは異質  

の自然環境とそれにあいまった植生景観を有している。  

K6ppen（1928）の気候区分による地球的規模での気  

候環境からも北海道の大部分は，北東ヨーロッパや北  

アメリカ北部にみられる気候区と同じ冷帯湿潤夏高温  

気候（Dfb）に属している。この他，北海道の南西部  

の低地帯は本州北部より続く冷帯湿潤夏冷気候（Dfa）  

に，また標高2000m級の山岳が集中する北海道中央  

部の脊梁山地には，山頂部に山岳ツンドラ気候区（ET）  

を伴った冷帯湿潤冷涼気候（Dfc）が小面積ながら  
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図1日本列島および周辺地域におけるK6ppenの気候区分（斜線部は調査対象地域）．  

Af：熱帯雨林気候，Bs：ステップ気候，Cfa：温帯多雨夏高温気候，Cfb：温帯多雨夏冷涼気候  

Cw：温暖冬季少雨気候，Dfa：冷帯湿潤夏冷気候，Dfb：冷帯湿潤夏高温気候，Dfc：冷帯湿潤冷涼気候  

Dwa：冷帯冬季少雨気候，Dwb：冷帯冬季乾燥寒冷気候  

表1北海道における森林帯および植生帯区分に関する植生地理学的見解の比較  

本多（1912）  舘脇（1958）   吉岡（1973）  Hamet－Ahtietal．（1974）  宮脇他（1975，1988）  

温帯林  ブナ帯  落葉広葉樹林  中部～北部温帯  チシマザサーブナ群団域  

針広混交林  北方針広混交林   亜冷帯（山地性亜冷帯）  サワシバーミズナラ群団域  

亜高山（亜寒帯）  山地性冷帯  

針葉樹林  

エゾマツ群団域  

森林限界  亜寒帯  高山植生  山地性亜寒帯  コケモモーハイマツ群団域  

ミネズオウ群団域   

Tatewaki（1958）は北海道の植生帯をブナ帯  

（Japanese－beechzone），汎針広混交林帯（interme－  

diatezone），亜寒帯（subarcticzone）に区分して  

いる。また舘脇は北海道の植物地理学的区分の基盤と  

して，植物分布を重視している。すなわち樺太のほぼ  

中央を斜めに横切るシュミット線を分布の北限とする  

主要樹木として，ミズナラ，ハルニレ，エゾイタヤ，  

シナノキ，ハリギリ，ヤチダモなどをあげている。ま  

た択捉島とウルップ島との間に横たわる宮部線は，ト  

ドマツ，エゾマツ，エゾイタヤ，ハリギリなどの分布  

の北限となるとしている。さらに渡島半島基部にある  

黒松内低地帯を分布の北限とする樹木として，ヒノキ  

アスナロ，ブナ，サワグルミ等を示している（舘脇，  

1971）。舘脇は上記の植物分布境界線以内の地域を北   
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る。   

本研究は，これまで行われてきた北海道特有の自然  

環境をふまえた植物地理学的観点から植生帯区分に関  

する諸知見について比較，評価するとともに，新たに  

蓄積された植物社会学的資料を利用して，より生態学  

的な手法である群落複合単位に基づいた植生景観の類  

型区分の方法により北海道の植生帯について再検討を  

行っている（大野・宮脇，1987）。  

調査方法  

北海道の植生帯区分のために，今回新たに群落複合  

単位に基づいた植生景観分析的手法が試みられた。   

本調査方法は，基図として宮脇ら（1988）により作  

成された北海道現存植生図（1：500，000）が用いられ  

た（図2）。まず本州北端部を含め，基図に措かれた  

北海道全域を一辺を15kmとする150の方形区に分  

割したメッシュマップが作成された。   

次に各方形区内における現存植生の中で凡例に示さ  

れたブナクラス域とコケモモートウヒクラス域の自然  

林（一部低木林を含む）および二次林を含めたすべての  

森林群落を対象とした群落複合調査（synphytosoci－  

0logicalanalysis）を行い群落複合表にまとめられ  

た。また現存植生図だけでなく植生調査地点位置図  

（宮脇編，1988）を参考資料にして森林群落の有無が  

再確認された。   

群落複合表の表操作により，同じ群落複合を形成す  

る方形区ごとにまとめられる。同質の群落複合を有す  

る方形区の集まりは，一つの植生地理学単位である生  

育区（growingdistrict；Wuchsdistrikt）に相当す  

る（Schmithtisen，1968）。また生育区は群落複合単  

位である群落亜団（communitysub－grOup）に対  

応している。各群落亜団は，さらに識別群落によって  

特徴づけられる空間単位の基本単位であるいくつかの  

群落団（community group；Gesellschaftspulk）  

にまとめられる。群落団は植生地理学的単位の植生区  

域（vegetationdistrict；Vegetationsbezirk）に対  

応している（宮脇，1975；Schmithtisen，1968）。ま  

た植物社会学的体系の群集とは同位な位置関係にある  

（表2）。   

森林群落の分布に強く関与していると考えられる自  

然環境要因のうち，地形的要素として海抜高度が，ま  

た生気候的要素として年平均気温，温量示数，年降水  

量，最深積雪などがあげられる。これらの自然環境要  

因のうち海抜高度は基図の地形図を用いた4点の平均  

海抜高により，また4つの生気候要素は，森林立地懇  

話会編（1972）による日本の自然環境図（1：2，000，000）   

海道に特別にみられる汎針広混交林帯として区分して  

いる（舘脇，1971）。   

H盆met－Ahtietal．（1974）は生気侯的要因を重視  

した観点から，北海道の植生帯を中部温帯（middle  

temperatezone），北部温帯（northerntemperate  

zone），そして山地性冷帯（oroborealzone）と山  

地性亜寒帯（orohemiarctic zone）を含む亜冷帯  

（hemiborealzone）に分けている（本研究ではbo－  

realzoneを冷帯と訳している）。このうち亜冷帯は，  

吉良の暖かさの示数（WI）45の等値線を南限として，  

シュミット線や宮部線を北限とする地域としている  

（表1）。   

宮脇ら（1975）は植生学的見地から北海道の植生帯  

をチシマザサ．ブナ群団域（Saso－Fagion crena－  

taeregion），サワシバーミズナラ群団域（Carpino－  

Querciongrosseserrataeregion），エゾマツ群団  

域（Piceionjezoensisregion），そしてミネズオウ  

群団（Arctericionregion）を含むコケモモーハイ  

マツ群団域（Vaccinio－Pinion pumilae region）  

に区分している（表1）。 中   

吉良（1945，1949）は生気候学的温量示数を用いた  

日本列島の植生帯区分の中で，北海道を暖かさの示数  

（warmthindex）45～85の範囲の冷温帯落葉広葉樹  

林帯に位置づけている。さらに暖かさの示数（WI）  

85～180は暖温帯常緑広葉樹林帯に，またWI＝15～  

45は亜寒帯あるいは亜高山針葉樹林帯にあるとしてい  

る。ちなみにWI＝45の等値線は，北海道では北部の  

稚内や東部の知床半島，根室半島部に限られている。   

また吉良は暖かさの示数に対応した主要樹木の分布  

範囲について考察している。その中でWI＝15～45の  

範囲にある亜寒帯針葉樹林の構成種としてシラピソ，  

オオシラピソ，トウヒを，そしてWI＝45～85の範囲の  

冷温帯落葉広葉樹林の構成種としてブナ，イヌブナ，  

ミズナラ，ウラジロモミをあげている。北海道に主に  

分布するエゾマツ，トドマツやダケカンバはWI＝15  

～55の範囲に位置しておりWI＝45～55の範囲で北部  

（上部）の亜寒帯から南部（下部）の冷温帯にエゾマ  

ツ，トドマツなどの分布が及ぶ可能性を示している。  

このことは北海道特有の針広混交林帯が成立する一つ  

の要因にあげられる。   

生気候的環境要因以外に，北海道の土地的環境をみ  

た場合，松井（1988）の日本の土壌区分によれば，吉  

良のWI＝45～85の範囲は褐色森林土帯に，またWI＝  

45以下の北海道の北端は，ポドゾール性褐色森林土  

帯に区分している。真の北方針葉樹林の分布する樺太  

やウスリー沿海は，ポドゾールの土壌帯に区分してい  
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図2 北海道現存植生図（宮脇・奥田，1988）．  

表2 植物社会学的群落単位と植生地理学的空間単位との比較  

植物社会学的群落単位  植生地理学的単位  植生景観単位  

（Braun－Blanquet，1964）  （Schmithtisen，1968）  （Schmithtisen，1968を一部改変）  

群落亜団  

群落団  

〔群落複合単位〕  

植生亜域  

〔植生複合単位〕   

植生域  
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操作により50の群落亜団が区分された。さらにこれら  

の群落亜団は高次の群落複合単位である13の群落団に  

まとめられた（表4）。各群落団はメッシュマップに  

措かれ，それぞれの分布特性が示された（図3）。  

1）ェゾイタヤーブナ群落団（表4－A）   

エゾイタヤーブナ群落団は6群落亜団から構成され，  

北海道特有のブナ林であるチシマザサーブナ群集によっ  

て特徴づけられた植生区域がまとめられている。   

本群落団は北海道南西部の渡島半島において，北は  

ブナの分布の北限でもある黒校内低地帯以内の海岸低  

地から南は半島南端まで，そして垂直分布的にも海抜  

800mの山地帯上部にまで広く分布している。   

エゾイタヤーブナ群落団を構成する6群落亜団のう  

ちa5は潜在自然植生域の異なるコケモモートウヒク  

ラス域の群落であるコケモモーハイマツ群集，ウコン  

ウツギーダケカンバ群集を伴った海抜800m以上の高  

海抜地に分布する群落亜団である（図3）。  

2） ヒノキアスナローブナ群落団（表4－B）   

ヒノキアスナローブナ群落団は4群落亜団から成り，  

ヒノキアスナロ群落，ヒメアオキーブナ群集（マルバ  

マンサクーブナ群集を含む），オオバクロモジーミズ  

ナラ群集，ヤマカモジグサーカシワ群集など本州北部  

の海岸低地林および日本海側分布型のブナ林によって  

特徴づけられた植生区域がまとめられている。   

ヒノキアスナローブナ群落団は津軽海峡以北の北海  

道には分布せず，本州北端部の海岸低地から海抜800  

mの山地帯上部まで広く分布している。本群落団は  

中部冷温域（middlecool－temPeratearea）にまと  

められる（図3）。  

3）ハンノキーカシワ群落団（表4－C）   

ハンノキーカシワ群落団は2群落亜団から成り，海  

岸風衝林であるエゾノヨロイグサーカシワ群集によっ  

て特徴づけられた植生区域がまとめられている。   

本群落団は礼文島や北海道北部の日本海沿岸低地，  

および南部の日高山脈西山麓の沿岸低地に分布する  

（図3）。  

4）ハンノキーヤチダモ群落団（表4－D）   

ハンノキーヤチダモ群落団は6群落亜団から構成さ  

れ，沿岸低地の湿地林であるハンノキーヤチダモ群集  

および山地生の湿生林であるミヤマペニシダーヤチダ  

モ群集により特徴づけられた植生区域がまとめられて  

いる。   

本群落団は北海道北部の海岸低地および名寄盆地な  

ど内陸盆地，東部の野付半島付近の海岸低地，そして  

石狩低地に分布する。また北海道以外では下北半島北  

部の太平洋沿芹部に一部分布している（図3）。   

に，基図の現存植生図に相似するメッシュマップを作  

成し各方形区ごとに平均値を算出した。このようにし  

て150個の生育区の5つの自然環境要素の数値が明ら  

かにされた。   

方形区の中で，森林群落の分布していない生育区に  

ついては，隣接する森林群落の分布する方形区との間  

で，5つの自然環境要素に基づいてピアソンの相関係  

数の比較から，最も近似な自然環境を有する生育区に  

属するものとした。   

群落複合表により区分，抽出された各群落団は，別  

のメッシュマップにそれぞれの分布が措かれ，群落団  

分布図が作成された。   

次に各群落亜団の5つの自然環境要素を用いて，ピ  

アソン（Pearson）の相関係数に基づくクラスター  

分析を行った。これにより群落複合単位は立地環境に  

基づいた多変量解析により，生態環境的に類似なグルー  

プに区分される。抽出，区分された生態環境的に類似  

なグループは別のメッシュマップにそれぞれの分布が  

表記され生態環境的に類似グループの分布図が作成さ  

れた。   

群落複合表，群落団分布図，生態環境的な類似グルー  

プ分布図の総合的な比較により，より高次な空間単位  

である植生亜域（vegetation sub－region；Pulk－  

Verband）や植生域（vegetationregion；Vegeta－  

tionsdivision）が抽出される。植生亜域は植生地理  

学的単位の植生地域（vegetationprovince；Vege－  

tationsprovinz）に，さらに植生域は植生圏（vege－  

tationsphere；Vegetationskreis）あるいは植生界  

（vegetationkingdom；Vegetationsreich）に対応  

する（Schmith也sen，1968；宮脇，1968）。また本研  

究で比較のために用いられたHamet－Ahtiet al．  

（1974）の植生帯との対応関係をみた場合，植生亜域  

は亜帯（subzone）に，植生域は帯（zone）にはぼ  

対応している。   

抽出された上級の植生景観単位である植生亜域や植  

生域を用いた北海道および本州北部の潜在自然植生域  

が判定され，その分布が地形図に図化された。さらに  

従来の植生帯区分との関連性が考察された（表2）。  

結果および考察   

1．群落団の区分とその分布特性   

北海道および東北地方における植生調査の結果，こ  

れまでに確認されているブナクラス域に分布する22の  

森林群落（宮脇編，1987，1988；表3）とコケモモー  

トウヒクラス域に分布する5の森林一低木群落（宮脇  

編，1988；表3）がまとめられている群落複合表の表  
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表3 北海道および本州北部に分布する主要な森林植生の群落体系（宮脇編，1987，1988）  

群集  群団  オーダー  クラス  

ヒメアオキーブナ群集  

マルバマンサクーブナ群集   

チシマザサーブナ群集  

ヒノキアスナロ群落  

サワシバーミズナラ群集  

ツルシキミーミズナラ群集  

トドマツーミズナラ群集  

アサダーミズナラ群集  

オシダートドマツ群集  

コヨウラクツツジーミズナラ群落  

エゾイタヤーシナノキ群集  

オオバクロモジーミズナラ群集  

ハシドイーヤチダモ群集  

ミヤマペニシダーヤチダモ群集  

オヒョウーカツラ群集  

ヤマタイミンガサーサワグルミ群集   

クマブキーケヤキ群集  

ヤマカモジグサーカシワ群集  

エゾノヨロイグサーカシワ群集  

アカミノイヌツゲークロベ群集  

ハンノキーヤチダモ群集   

ナガバツメクサーハンノキ群集  

エゾマツートドマツ群集  

アカエゾマツ群集  

コケモモーハイマツ群集  

ウコンウツギーダケカンバ群集  

ササーブナオーダー  チシマザサーブナ群団  

サワシバーミズナラ群団  

コナラ→ミズナラオーダー  

エゾイタヤーシナノキ群団  

イヌシデーコナラ群団  ブナクラス  

ハルニレ群団  

シオジーハルニレオーダー  

サワグルミ群団  

カシワ群団  

ヒメコマツオーダー  ヒノキ群団  

オオカサスゲーハンノキ群団  ハンノキオーダー  

シラピソートウヒオーダー  エゾマツ群団  

コケモモートウヒクラス  

コケモモーハイマツ群団  

エゾメシダーウコンウツギ  

群団  

ドロノキ群団  

コケモモーハイマツオーダー  

オオバタケシマランーミヤマ  ダケカンバーミヤマ  

ハンノキオーダー  キンボウゲクラス  

オオバヤナギードロノキ  オノエヤナギクラス  

オーダー   

オオバヤナギードロノキ群集  
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図3 北海道および本州北部における各群落団の分布．  
A（1～6）：エゾイタヤーブナ群落団，B（1～4）：ヒノキアスナローブナ  

群落団，C（1～2）：ハンノキーカシワ群落団，D（1～6）‥ハンノキーヤ  

チダモ群落団，E（1～7）：カツラーハルニレ群落団，F（1～4）＝ エゾイ  

タヤーシナノキ群落団，G（1～6）：ミズナラーヤチダモ群落団，H（1～  

2）：オヒョウートドマツ群落団，Ⅰ（1～4）：ヤチダモートドマツ群落団，  

J（1～4）：トドマツーミズナラ群落団，K：ミズナラートドマツ群落団，L  

（1～3）：ヤチダモーミズナラ群落団，M（1～2）：アサダーミズナラ群落  

団，N：コケモモートウヒクラス域   

群集，ハシドイーヤチダモ群集，そして山地渓谷，渓  

畔林のオヒョウーカツラ群集により特徴づけられる植  

生区域がまとめられている。   

本群落団は北海道南西部および東部の太平洋沿岸低  

地から台地，丘陵地のほか，天塩山脈，大雪山系，日  

高山脈，暑寒別岳等の高海抜な山間渓谷地を中心に分  

布している（図3）。   

ハンノキーヤチダモ群落団のうち群落亜団d3～5  

は潜在自然植生域の異なるコケモモートウヒクラス域  

の森林群落であるエゾマツートドマツ群集，アカエゾ  

マツ群集との植生複合域を形成してい．る。  

5）カツラーハルニレ群落団（表4－E）   

カツラーハルニレ群落団は7群落亜団から成り，低  

地の湿地林，湿生林であるナガバツメクサーハンノキ  



205   

れる（図3）。   

4群落亜団のうち，ilとi3は沿岸低地に，またi  

2とi4は内陸部の山地帯に分布している。また山地  

に分布する群落亜団i2とi4はコケモモートウヒク  

ラス域のエゾマツートドマツ群集との植生複合を形成  

している。  

10）ドドマツーミズナラ群落団（表4－J）   

トドマツーミズナラ群落団は4つの群落亜団から成  

り，針広混交林の一つであるトドマツーミズナラ群集  

により特徴づけられる植生区域がまとめられている。   

本群落団は，礼文島をはじめ北海道北部の天塩山地，  

旭川盆地を中心とする周辺の丘陵，山地帯，日高山脈  

の北西山麓に広く分布するはか，知床半島基部の硫黄  

岳東山麓や胆振地方のオロフレ山山麓にも一部みられ  

る（図3）。   

4群落亜団のうちj3以外のjl～2，4はエゾマツー  

トドマツ群集などコケモモートウヒクラス域の森林群  

落との植生複合を形成している。  

11）ミズナラートドマツ群落団（表4－K）   

ミズナラートドマツ群落団は針広混交林を形成する  

トドマツーミズナラ群集とツルシキミーミズナラ群集  

の混生する植生区域として特徴づけられる。   

本群落団の分布は上記のトドマツーミズナラ群落団  

とほぼ同様な分布を示しており，北海道の中央脊梁山  

地の日本海側山麓，知床半島，そして札幌岳周辺山麓  

に点在している（図3）。   

本群落団はエゾマツートドマツ群集をはじめとする  

コケモモートウヒクラス域の森林一低木群落との植生  

複合を形成している。  

12）ヤチダモーミズナラ群落団（表4－L）   

ヤチダモーミズナラ群落団は3群落亜団から構成さ  

れ，針広混交林の一つであるミヤマシキミーミズナラ  

群集により特徴づけられる植生区域がまとめられてい  

る。   

本群落団は一部北海道北部のオホーツク海沿岸低地  

にみられるが，大部分は北海道西部の日本海沿岸地域  

から内陸山地にかけて分布している。この他夕張山地  

やニセコアンヌプリ山系，余市岳山麓にもみられる  

（図3）。   

ヤチダモーミズナラ群落団を形成する3群落亜団の  

うち高海抜地に分布する13のみがェゾマツートドマ  

ツ群集などコケモモートウヒクラス域の森林群落との  

植生複合を形成している。  

13）アサダーミズナラ群落団（表4－M）   

アサダーミズナラ群落団は2群落亜団から成り，ア  

サダーミズナラ群集により特徴づけられる植生区域が   

カツラーハルニレ群落団を形成する7群落亜団のう  

ちe5～7はコケモモートウヒクラスの森林植生との  

植生複合を形成している。  

6）ェゾイタヤーシナノキ群落団（表4－F）   

エゾイタヤーシナノキ群落団は4群落亜団から構成  

され，海岸林であるエゾイタヤーシナノキ群集により  

特徴づけられる植生区域がまとめられている。   

本群落団は北海道西部の日本海沿岸にまで山地がせ  

まった地域に多くみられ，とくに積丹半島に広く分布  

している。また内浦湾沿岸，日高山脈西側山麓の太平  

洋沿岸にみられるほか，本州北部の大間崎，尻屋崎そ  

して一部夏泊崎にも分布している（図3）。   

4群落亜団のうちf2はコケモモーハイマツ群集や  

ウコンウツギーダケカンバ群集との植生複合を，また  

f4はエゾマツートドマツ群集やコケモモーハイマツ  

群集との植生複合を形成している。  

7） ミズナラーヤチダモ群落団（表4－G）   

ミズナラーヤチダモ群落団は6群落亜団から成り，  

ブナの分布しない北海道の冷温帯夏緑広葉樹林を特徴  

づけているサワシバーミズナラ群集によりまとめられ  

中 る植生区域である。   
本群落団はオホーツク海沿岸低地から大平洋沿岸の  

釧路平野，十勝平野にいたる北海道東部の沿岸低地か  

ら内陸部の低山地帯にまで広く分布している。また北  

海道西部の胆振地方や下北半島の太平洋沿岸低地にも  

一部みられる（図3）。   

6群落亜団のうち，g3，g5～6はエゾマツートド  

マツ群集との植生複合を形成しており，これらの群落  

亜団が比較的内陸部の高海抜地に分布していることを  

示している。  

8）オヒョウートドマツ群落団（表4－H）   

オヒョウートドマツ群落団は2群落亜団から構成さ  

れ，サワシバーミズナラ群集といわゆる針広混交林を  

形成する森林群落の一つであるオシダートドマツ群集  

により特徴づけられる植生区域がまとめられている。   

本群落団は阿寒山系の北側山麓，および釧路平野東  

部に位置する丘陵地に分布が限られている。2群落亜  

団のうちh2はエゾマツートドマツ群集，コケモモー  

ハイマツ群集との植生複合を形成している（図3）。  

9）ヤチダモートドマツ群落団（表4－Ⅰ）   

ヤチダモートドマツ群落団は4群落亜団から構成さ  

れ，針広混交林のオシダートドマツ群集により特徴づ  

けられる植生域がまとめられている。   

本群落団は北海道東部の根室半島から厚岸湾に至る  

太平洋沿岸低地，十勝平野の東部丘陵地などに広く分  

布する他，トマム山南山麓や羊蹄山東山麓に一部みら  
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図4 ピアソンの相関係数に基づいたクラスター分析により区分された各群落亜団と15の生態グループ  

（図中の凡例番号及び記号は図5と同じ）．  

表5 北海道および本州北部の潜在自然植生域と主要な群落団・クラス域  

ヒノキアスナローブナ群落団  

ェゾイタヤーシナノキ群落団   

ェゾイタヤーブナ群落団   

カツラーハルニレ群落団  

ミズナラーヤチダモ群落団   

ハンノキーカシワ群落団  

ハンノキーヤチダモ群落団  

ェゾイタヤーシナノキ群落団  

ヤチダモーミズナラ群落団   

トドマツーミズナラ群落団  

ミズナラートドマツ群落団  

オヒョウートドマツ群落団  

ヤチダモートドマツ群落団  

アサダーミズナラ群落団   

コケモモートウヒクラス域   

コマクサーイワッメクサクラス域   

中部冷温帯亜域  本州北区  

渡島半島区  

東北海道区  

冷温帯夏緑広葉樹林域  

北部冷温帯亜域  

西北海道区   

山地性冷温帯亜域   

冷帯針葉樹林域  亜高山性冷帯亜域  

寒帯ツンドラ植生域  高山性寒帯亜域  
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図5 各生態グループ（1～15；図4参照）とコケモモートウヒクラス域（16）の分布．  

群集，オオバヤナギードロノキ群集やコマクサーイワ  

ッメクサクラス域の高山植生などによる群落複合や植  

生複合を形成している区域は一括してコケモモートウ  

ヒクラス域として区分された（図3）。   

本植生区域は，垂直分布的植生帯である亜高山帯及  

び高山帯に相当する。  

2．北海道の植生帯とよび潜在自然植生域の評価，区   

分とその分布特性   

群落複合表により区分された50の群落亜団の生育立  

地については各群落亜団ごとに自然環境要素として， 

平均海抜高，年平均気温卜暖かさの示数，，年降水量そ  

して最深積雪のそれぞれの平均値が算出されキ。本研  

究では各群落亜団の自然環境要素の数値資料を用いて，   

まとめられている。   

本群落団は北海道東部のオホーツク海沿岸の丘陵地，  

日高山脈南山麓の低山地帯，恵庭岳南山麓から沿岸低  

地にかけて，そして札幌市周辺の丘陵地に分布してい  

る（図3）。   

アサダーミズナラ群落団のうち，群落亜団mlはエ  

ゾてツートドマツ群集などコケモモートウヒクラス域  

の森林群落との植生複合を形成している。  

14）コケモモートウヒクラス域（含むコマクサーイワ  

ッメクサクラス域）  

150の方形区のうち，ブナクラス域の森林群落が分  

布せず，コケモモートウヒクラス域の森林一低木群落  

であるエゾマツードドマツ群集，コケモモーハイマツ  

群集，ウコンウツギーダケカンバ群集，アカエゾマツ  
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図6 群落団と生態グループの分布に基づいて描かれた北海道および本州北部の潜在自然植生域区分図．  

1：中部冷温帯亜域・本州北区，2：中部冷温帯亜域・渡島半島区，3＝北部冷温帯亜域・東北海道区  

4：北部冷温帯亜域・西北海道区，5＝山地性冷温帯亜域，6‥亜高山性冷帯亜域，7：高山性寒帯亜域  

態グループの分布特性との比較を行うことにより，植  

生帯を形成する植生亜域や植生域，ひいては潜在自然  

植生域の評価，区分が可能である。   

北海道の植生および潜在自然植生域の評価，区分に  

際しても同じ方法が用いられた。との結果，北海道の  

植生帯および潜在自然植生域は3植生亜区からなる冷  

温帯夏緑広葉樹林域とそれぞれ1植生亜区からなる冷  

帯針葉樹林域，寒帯ツンドラ植生域に区分された（表  

5；図6）。また北海道特有の植生景観を形成してい  

る針広混交林の考察も行われた。  

1）冷温帯夏緑広葉樹林域   

K6ppenの気候区分では冷帯湿潤夏冷気候（Dfa）   

ピアソン（Pearson）の相関係数に基づいたクラス  

ター分析を行った。その結果，50の群落亜団は自然環  

境要素の相関関係の近いグループごとに再編成され，  

15の生態的に類似したグループに区分された（図4）。  

さらにこれらの生態グループはメッシュマップに転記  

されそれぞれの分布特性が明らかにされた（図5）。   

群落複合表では群落団までの区分は可能であるが，  

より高次な空間単位である植生亜域GTegetationsub－  

region）や植生域（vegetationregion）などいわゆ  

る植生帯レベルの植生複合を解析することは難しい。  

群落複合表で明らかにされた各群落団の分布特性とク  

ラスター分析しにより識別された各群落団から成る生  
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図7 北海道および本州北部の潜在自然植生図（宮脇他，1987，1988を変更）．  

1：チシマザサーブナ群団，2：イヌシデーコナラ群団（オオバクロモジーミズナラ  
群集），3：サワシバーミズナラ群団（サワシバーミズナラ群集，オシダートドマツ群  

集他）・イヌシデーコナラ群団（ヤマツツジーミズナラ群落），4：サワシバーミズナ  

ラ群団（ツルシキミーミズナラ群集，トドマツーミズナラ群集），5：ハルニレ群団・  

オオカサスゲーハンノキ群団，6：エゾイタヤーシナノキ群団，7：コケモモートウ  

ヒクラス域，8：コマクサーイワッメクサクラス域  

方から，ブナの分布の北限となる北海道の黒校内低地  

帯域までのブナ，ミズナラを主体とした夏緑広葉樹林  

の発達する潜在自然植生域である。この潜在自然植生  

亜域はHamet－Ahtietal．（1974）により区分された  

植生帯である中部温帯（middletemperatezone）  

に対応している。   

中部冷温帯亜域はさらに本州北区と北海道の渡島半  

島区に細分された。  

a．本州北区   

に，Walter（1964）の植生帯では落葉温帯林（decid－  

uousnemoralforests），吉良（1948，1949）の植生  

帯ではWI＝45～85の範囲にある冷温帯落葉広葉樹林  

に相当する潜在植生域である。本植生域は主としてブ  

ナ，ミズナラなどの夏緑広葉樹によって特徴づけられ  

る。北海道および本州北部においては，さらに2つの  

潜在自然植生亜域に区分された。  

（1）中部冷温帯亜城   

中部冷温帯夏緑広葉樹林亜域は，本州北部の東北地  
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本州北区は，主として本州北部をその分布の中心と  

するヒノキアスナローブナ群落団と日本海沿岸部に発  

達する海岸林により特徴づけられるエゾイタヤーシナ  

ノキ群落団により構成されている。すなわち本区はヤ  

マカモジグサーカシワ群集などの海岸林の他，ヒメ  

アオキーブナ群集（マルバマンサクーブナ群集を含む），  

オオバクロモジーミズナラ群集，ヒノキアスナロ群落  

などブナを主体とした山地性夏緑広葉樹林の生育する  

潜在自然植生域といえる。また本区の範囲は津軽海峡  

を北限とし，南限は中部冷温帯域（middle cool－  

temperateareas）にほぼ対応した東北地方北部全  

域である。すなわち東北地方北部では海岸低地から海  

抜1800m前後の山地帯上部に至るまで中部冷温帯亜域  

に含まれる（図6）。   

本州北区の気候環境は北海道に比較して温暖で年平  

均気温および暖かさの示数の平均値はそれぞれ9．4℃，  

WI＝71を示している。また本区は日本海岸気候の影  

響を強く受けており，年降水量および積雪深の平均値  

はそれぞれ1380mm，110cmと比較的多い。   

本州北区を分布の北限とする植生単位のうち，森林  

群落としてはアカミノイヌツゲークロベ群集，タマブ  

キーケヤキ群集などがある。  

b．渡島半島区   

渡島半島区は北海道特有のブナ林であるチシマザサー  

ブナ群集を主体としたエゾイタヤーブナ群落団により  

特徴づけられた潜在自然植生域である。本区の日本海  

沿岸部には海岸林のエゾイタヤーシナノキ群集も比較  

的広い面積で分布している。   

渡島半島区は，北海道の南西部に位置し，北はブナ  

の自然分布の北限でもある半島基部の黒校内低地帯か  

ら，南は津軽海峡に至る半島南端までの範囲にある。  

渡島半島の西方，日本海にある奥尻島，大島，小島も  

本植生域に含まれる。すなわち本区は海岸低地から海  

抜1000m内外の山地帯上部に至るほぼ渡島半島全域  

に及んでいる（図6）。   

渡島半島区の気候環境は，半島南部の日本海沿岸地  

域では，本州北部地域から続いた同様な気候条件がみ  

られるが，半島の大部分は北海道西部の沿岸低地部に  

近似した日本海岸気候の影響を受けた北海道の中では  

比較的温暖で湿潤な気候環境下にある。ちなみに年平  

均気温6．8℃，暖かさの示数60，年降水量1230mm，積  

雪深112cmの各平均値を示している。  

（2）北部冷温帯亜域   

北部冷温帯亜域は北海道の黒松内低地帯以北の沿岸  

低地から海抜800m前後の山地帯上部にかけてミズナ  

ラ，エゾイタヤ，シナノキからなる夏緑広葉樹林の発  

達する潜在植生域である。また標高300～500m内外  

の丘陵地や低山地帯では，トドマツとのいわゆる針  

広混交林を形成した植生域もみられる。本亜域は，  

Hamet－Ahtietal．（1974）が示した北部温帯（north－  

erntemperatezone）にはぼ対応している。   

北部冷温帯亜域はさらに東北海道区と西北海道区に  

細分された。  

a．東北海道区   

東北海道区はハンノキーヤチダモ群落団（dl），  

カツラーハルニレ群落団（el，2，4），ミズナラーヤチ  

ダモ群落団（g2，4），オヒョウートドマツ群落団（h  

l），ヤチダモートドマツ群落団（il，3）などから構  

成された生態グループにより特徴づけられた潜在自然  

植生域である。すなわち東北海道区は植生相観的には，  

ナガバツメクサーハンノキ群集，ハシドイーヤチダモ  

群集，サワシバーミズナラ群集などの低地生夏緑広葉  

樹林を中心として，一部オシダートドマツ群集などの  

針広混交林を交えた植生景観域である。   

本区は北海道の中央山稜の東側のオホーツク海沿岸  

および太平洋沿岸地域の十勝平野や釧路平野などの沿  

岸低地から海抜500m内外の丘陵地や低山地帯に至る  

地域に広く分布している。一部は北海道西部の胆振地  

方，室蘭市を中心とする周辺地域にもみられる（図6）。   

東北海道区の気候環境は，年平均気温60c，暖かさ  

の示数56，年降水量1000mm，積雪深64cmと全般的  

に冷涼で乾燥した状況を示している。  

b．西北海道区   

西北海道区はエゾイタヤーブナ群落団（a3，4），ハ  

ンノキーカシワ群落団（Cl，2），ハンノキーヤチダモ  

群落団（d2，4，6），エゾイタヤーシナノキ群落団（f  

l，2），ミズナラーヤチダモ群落団（gl，5），トドマツー  

ミズナラ群落団（j3），ヤチダモーミズナラ群落団  

（11，2），アサダーミズナラ群落団（m2）などによ  

り形成された生態グループによって特徴づけられる。  

しかし本区はエゾイタヤーブナ群落団の分布する黒松  

内低地帯以南の渡島半島部は含まれず，主としてエゾ  

イタヤーシナノキ群集，エゾノヨロイグサーカシワ群  

集などの海岸林や，ハンノキーヤチダモ群集，ミヤマ  

ペニシダーヤチダモ群集，サワシバーミズナラ群集，  

アサダーミズナラ群集などの低地生の夏緑広葉樹林が  

分布する潜在自然植生域である。   

西北海道区は，中央脊梁山地の西側日本海沿岸低地  

から，海抜500m内外の丘陵，低山帯にまで広く分布  

する。また一部小面積ながら北海道北部のオホーツク  

海に面した沿岸低地，東部では野付水道に面した沿岸  

低地，中央内陸部では旭川盆地を中心とする周辺地域   
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大千軒岳，駒ヶ岳などの山頂部，稜線部などにみられ  

る（図6）。   

山地性冷温帯の気候環境は，分布域も広く山岳地帯  

に位置していることもあり変化に富んでいる。年平均  

気温は4．3～6．2℃の範囲にあるが平均的には5℃前  

後にあると考えられる。暖かさの示数も冷温帯の下限  

であるWI＝45以下のWI＝44～60の範囲にあるが平  

均値はWI＝51程度と考えられる。年降水量および積  

雪深は山岳地域であることから比較的多くそれぞれの  

平均値は1184mm，125cmを示している。全般的には  

寒冷湿潤な気候環境といえる。  

2）冷帯針葉樹林域   

北海道の北部は，K6ppen（1928）の気候区分や  

Walter（1964）の植生帯区分では北方針葉樹林の発  

達する気候環境に位置づけられている。また吉良の暖  

かさの示数（WI）ではWI＝15～45は亜寒帯あるい  

は亜高山帯針葉樹林（subatcticorsubalpineconi－  

ferousforest）域とされて 

室半島や北部の宗谷岬付近はWI＝45の等値線が走っ  

ており，気候環境的には根室半島や北海道北部地域に  

おいて北方針葉樹林が成立しうる可能性を示している。   

しかし松井（1988）の日本の土壌帯分布図では，北  

海道の大部分は冷温帯性の褐色森林土の分布する地域  

であり，一部北海道北部に冷温帯と冷帯（boreal  

zone）との移行帯に発達するポドゾール性褐色森林  

土が小面積ながら分布するだけで，冷帯気候下に成立  

するポドゾール土の分布は示されていない。すなわち  

水平分布的な植生帯としての冷帯は北海道には分布し  

ないとみなされる。   

一方，Hamet－Ahtiet al．（1974）が山地性冷帯  

（oroborealzone）と称したように北海道の海抜800  

m以上の亜高山帯には，水平分布の植生帯である北  

方針葉樹林帯に対応する垂直分布的な植生帯として亜  

高山性針葉樹林帯の存在が認められている。このこと  

から北海道には水平分布的には冷帯域は存在しないが，  

垂直分布的には冷帯に対応する亜高山性の冷帯が分布  

すると考えられる。本研究ではこの亜高山性冷帯を亜  

高山性亜域とした。亜高山性冷帯亜域の上限は地域に  

よって異なるが海抜1000～1500m付近で上部に分布  

する高山性寒帯に接している。  

（1）亜高山性冷帯亜域   

亜高山性冷帯亜域は，エゾマツートドマツ群集，ア  

カエゾマツ群集などの亜高山性針葉樹林の他，ウコン  

ウツギーダケカンバ群集，オオバヤナギードロノヰ群  

集などの亜高山性夏緑広葉樹林，そして高山性針葉樹  

低木林のコケモモーハイマツ群集などいわゆるコケモ   

などにもみられる。礼文島の大部分，天売島，焼尻島  

は西北海道区に含まれる。本区の南限は中部冷温帯亜  

域との境界でもある黒松内低地帯にある（図6）。   

西北海道区の気候環境は，中部冷温帯亜域の渡島半  

島区とはぼ同じで，年平均気温6．80c，暖かさの示数  

60，年降水量1230mm，積雪深112cmと比較的温和で  
湿潤な状態を示している。  

（3）山地性冷温帯亜城   

山地性冷温帯亜域は，舘脇（1955，1958）により汎  

針広混交林帯として区分された植生域で，H盆met一  

旦htietal・（1974）は温帯（temperatezone）と冷  

帯（borealzone）の移行帯としてこの針広混交林帯  

を冷帯の内帯である亜冷帯（hemiborealzone）に  

位置づけている。   

山地性冷温帯亜域は北海道では垂直分布的に低地の  

ブナクラス域と亜高山帯のコケモモートウヒクラス域  

との接する海抜500～800mの範囲に位置している。  

本植生帯は主として，ミズナラ，シナノキ，ハリギリ  

などの夏緑広葉樹とトドマツ，時にエゾマツなどの常  

緑針葉樹を交えた針広混交林から成っている。相観的  
瞥  

にはコケモモートウヒクラス域にみられるトドマツ，  

エゾマツとダケカンバの針広混交林に類似している。  

宮脇ら（1988）は，本植生帯の植物社会学的植生調査  

結果から，ミズナラートドマツ型の針広混交林は種組  

成的にブナクラスに属するとしている。本研究では宮  

脇ら（1988）の見解に従って，本植生帯を山地性冷温  

帯亜域としている。   

山地性冷温帯亜域は，ミズナラートドマツ型の針広  

混交林の群落単位であるオシダートドマツ群集，トド  

マツーミ ズナラ群集，ミヤマシキミーミズナラ群集な  

どを主要な構成群落に含む5群落団（オヒョウートド  

マツ群落団，ヤチダモートドマツ群落団，トドマツー  

ミズナラ群落団，ミズナラートドマツ群落団，ヤチダ  

モーミズナラ群落団）により特徴づけられた潜在自然  

植生域である。また本亜域はこれらの群落団要素を含  

む15の生態グループによってその分布特性が明らかに  

された（図5）。   

山地性冷温帯亜域は，北海道の中央脊梁山地を形成  

している天塩山地，北見山地，石狩山地，夕張山地，  

日高山脈の他，西部の標高1000m級の高山の集中す  

る阿寒山系，知床半島，増毛山地，そして東部の余市  

岳，羊蹄山，札幌岳，ホロホロ山などのある石狩，胆  

振地方にも広く分布している。垂直分布的には海抜  

300～800m前後の山地帯中～上部に発達している。  

本亜域は一部渡島半島にも分布しており，標高1000  

m以上の山岳のある狩場山地，遊楽部岳，乙部岳，  
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モートウヒクラス域の植生によって特徴づけられた潜  

在自然植生域である。   

本亜域は，標高1000m以上の高山の集中する天塩  

山地，石狩山地，夕張山地，日高山脈などの中央山稜  

をはじめ知床半島，阿寒山系，増毛山地，そして石狩，  

胆振，後志地方の山塊など山地帯上部の海抜800mか  

ら山頂近くの森林限界となる海抜1500（1000）mまで  

の亜高山帯に位置している。また本亜域にはエゾマツ，  

トドマツなどの常緑針葉樹と夏緑広葉樹のダケカンバ  

との混生したいわゆる上部針広混交林も広く発達して  

いる（図6）。  

3）寒帯ツンドラ植生域   

冷帯の場合と同様に，日本列島には水平分布的な気  

候帯としての寒帯は分布しないが，垂直分布的な植生  

帯として，本州の標高3000m級の高山や北海道の標  

高2000m級の高山の森林限界以上の山頂部には，寒  

帯ツンドラ植生に対応する高山荒原が非帯状的に点在  

している。   

H良met－Ahtietal．（1974）は日本の高山帯古手分布  

する高山植生を冷帯（borealzone）と寒帯（arctic  

zone）との移行帯である亜寒帯（hemiarctic zone）  

の垂直分布型である山地性亜寒帯（orohemiarctic  

zone）に属するとしている。宮脇ら（1988）は植物社  

会学的観点から，高山植生域として，種々の高山植生  

がモザイク状に生育する地域として位置づけ，コマク  

サーイワッメクサクラス域等の名称で本植生域を区別  

している。また吉良（1949）の暖かさの示数（WI）では  

WI＝15以下を衰帯（arctic）もしくは高山荒原（al－  

pinemeadow）に位置づけている。   

本研究では水平分布的な気候帯である寒帯に対応し  

た垂直分布的な植生帯である高山荒原を高山性寒帯亜  

域として区分した。  

（1）高山性寒帯亜域   

北海道における高山性寒帯亜域は本州の高山帯にお  

けると同様に，高山植生による群落複合および植生複  

合を形成する潜在自然植生域といえる。北海道ではエ  

イランタイーミネズオウクラス，アオノツガザクラー  

ジムカデクラス，コマクサーイワッメクサクラス，カ  

ラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスなどに属する植  

物群落により構成された群落複合が形成されている。   

高山性寒帯亜域は海抜2000m級の高山を有する石  

狩山地，夕張山地，日高山脈，知床半島そして利尻島  

などの山頂，山稜に点在する。北海道の高山帯の植生  

景観は本州中部山岳地帯におげると同様に，コケモモー  

トウヒクラス域の植生であるコケモモーハイマツ群集  

とのモザイク状の植生複合を形成している（図6）。  

4）針広混交林帯   

北海道特有の植生景観であり，またその植生帯に関  

する評価が研究者によりことなっている針広混交林帯  

について植物社会学的な植生調査結果をふまえて再検  

討を行った。その結果，これまで針広混交林帯として  

一括されていたこの植生帯は丘陵地，低山地帯を中心  

にして発達し，ミズナラとトドマツとの混生林を形成  

する針広混交林と，山地帯上部から亜高山帯にかけて  

みられるダケカンバとトドマツ，エゾマツの混生林を  

主体とした針広混交林の構成内容の異なる二つの針広  

混交林の存在が確認された（伊藤，1987；宮脇編，  

1988）。   

すなわち低海抜地の針広混交林は，オシダートドマ  

ツ群集，トドマツーミズナラ群集，ミヤマシキミーミ  

ズナラ群集など主としてブナクラスに属する森林群落  

の群落複合により構成されている。一方，高海抜地の  

針広混交林は，コケモモートウヒクラス域の森林～低  

木群落であるエゾマツートドマツ群集，アカエゾマツ  

群集，ウコンウツギーダケカンバ群集，コケモモーハ  

イマツ群集，オオバヤナギードロノキ群集などから成  

る群落複合により形成されている。   

また山地帯と亜高山帯の境界付近では，しばしば低  

海抜地と高海抜地の両針広混交林が接している状態が  

みられる。このようにブナクラス域の群落複合とコケ  

モモートウヒクラス域の群落複合など異なる二つの潜  

在自然植生域のモザイク分布のみられる地域は植生複  

合域とみなすことができる。  

5）潜在自然植生域区分図と潜在自然植生図との比較   

宮脇ら（1987，1988）は東北地方および北海道の現  

存植生図（1：500，000）の作成と並行して，Tlixen  

（1956）の潜在自然植生の概念に基づいた両地域の潜  

在自然植生図（1：500，000）の作成を行っている。両  

潜在自然植生図とも群団レベルの植生単位を基本にし  

て措かれているが，植生の分布特性と地形，土壌との  

関連性に重きを置いていることから，地形区分に対応  

した比較的詳細な植生図となっている（図7）。   

一方，潜在自然植生域区分図は植生の分布特性と立  

地環境との関係のうち，特に総合的な気候環境を重要  

視した生態学的景観分析を行っている結果，一応地形  

的な区分は認められるものの植生帯分布図と同様に，  

気候帯に対応した比較的広域的に区分された植生図と  

なっている。すなわち植生域区分図は潜在自然植生図  

と植生帯分布図との中間に位置する植生図とみなすこ  

とができる（図6）。   

総合的生態的環境との相関関係を基盤とした景観分  

析により描かれた潜在自然植生域区分図は，より科学   
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Ⅱ 寒帯ツンドラ植生域  

（1）高山性寒帯亜域  

5．ブナクラス域とコケモモートウヒクラス域との間  

に生態的移行帯を形成している山地性冷温帯亜域  

（montanecool－temperateSub－region）に分布する  

針広混交林は種組成的にブナクラスに属することから，  

本研究では針広混交林帯は冷温帯域に位置する山地性  

冷温帯亜域に属するものとした。  

6．比較生態学的植生景観分析に基づいて措かれた植  

生域区分図と，従来の方法により措かれた潜在自然植  

生図や植生帯分布図との類似点や相違点が考察された。  

この結果，景観分析により措かれた植生域区分図は，  

生態的環境条件に裏付けされた潜在自然植生域や植生  

帯の評価，区分に有効であり，より科学的な潜在自然  

植生図作成のための基本立地図となることが明らかに  

された。  
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植生図と比較検討を行うことにより，地域のよりきめ  

こまかな景観分析や立地評価が可能となる。  

摘  要   

1．気候環境的に冷帯湿潤気候区に位置する北海道の  

自然景観の大部分は森林群落により形成されている。  

すなわち北海道の植生景観は，低地の冷温帯に分布す  

るミズナラを主体とした夏緑広葉樹林，山地の冷温帯  

に発達するトドマツとミズナラを中心とした針広混交  

林，亜高山性冷帯にみられるエゾマツ，トドマツの優  

占する北方針葉樹林などの主要な植生要素で構成され  

ている。  

2．北海道および本州北部に分布する主要な森林群落  

のうち，ブナクラス域に属する22群落とコケモモート  

ウヒクラス域に位置する5群落の分布が措かれた北海  

道（1：500，000）および東北（1：500，000）の現存植  

生図を基図とし，群落複合単位に基づいた植生景観分  

析が行われた。この結果，北海道の森林群落は50の群  

落亜団をまとめた13の群落団に区分された。また各群  

落団の分布が150の方形区に分割された地形図に措か  

れた。  

3．森林群落の分布を規定すると考えられる環境要因  

のうち，地形的要素として海抜高度が，また生気候的  

要素として年平均気温，温量示数（暖かさの示数），  

年降水量，最深積雪が各群落亜団ごとに算出された。   

各群落亜団の自然環境資料を基に，ピアソンの相関  

係数を用いたクラスター分析が行われた。この結果，  

群落団および群落亜団は15の生態グループに区分され  

た。また各生態グループの分布が150の方形区に分割  

された地形図に措かれた。  

4．北海道および本州北部に分布する13の群落団と15  

の生態グループの分布域の比較を行った結果，本地域  

の植生域おびよ潜在自然植生域は以下のように区分さ  

れた。  

Ⅰ 冷温帯夏緑広葉樹林域  

（1）中部冷温帯亜域  

a．本州北区  

b．渡島半島区  

（2）北部冷温帯亜域  

a．東北海道区  

b．西北海道区  

（3）山地性冷温帯亜域  

Ⅱ 冷帯針葉樹林域  

（1）亜高山性冷帯亜域  

丁
！
イ
i
 
 

－
－
／
．
1
 
 
1
妄
 
1
1
 
 
 
1
｝
1
－
 
 

l
G
6
 
 

rl  

jし  

⊥⊥  

Il  

†  

l■  

↓r   、  

声  

」し  

し  

1  弓  

．†  

／  



214   

1927：Uber die Pflanzengeographie   

Nordjapansund derInselSachalin．砧terr．   

Bot．Zeits．76：306r311．Wien．  

松井浩1988：土壌地理学序説．316pp．築地書館，   

東京．  

Miyawaki，A．1975：Outline ofJapanese vege－   

tation．Numata，M．et al．（eds．）：Studiesin   

conservation of naturalterrestrialecosy－   

StemSinJapan．  

JIBP Synthesis 8：19－25，Univ．of Tokyo   

Press，Tokyo．  

1978：Vegetation und Vegetationskar－   

ten auf denJapanischenInseln．Miyawaki，   

A．und S．Okuda（Ed．）：Vegetation und   

LandschaftJapans．Bull．YokohamaPhyto－   

SOC．Soc．Japan，16：49－70．Yokohama．  

1984：A Vegetation－eCOloglCalview of   

the Japanese archipelago． Bull．Inst．   

Environ．Sci．Technol．，Yokohama Natn．   

Univ．，11：85－101．  

1985：Relationships ofthe warmth and   

coldnessindices to potentialnaturalvege－   

tation，POmiculture and forestryin central  

Japan．Intern．Jour、．Biometeorology，29：19   

7－209．  

宮脇昭（編）1987：日本植生誌8．東北．605pp．   

至文堂，東京．  

1988：自本植生誌9．北海道．563pp．至文堂，   

東京．  

Miyawaki，A．＆Nakamura，Y．1988：Uberblick   

iiber die japanische Vegetation und Flora in 

der nemoralen und borealen Zone．Geobot．  

Inst．Stif．Rtibel，Z也rich，98：100－128．  

宮脇昭・奥田重俊1975：日本の潜在自然植生図．浜   

谷浩：日本の自然（上）付図．国際情報社，東京．  

・－ ・藤原一緒・鈴木邦雄・佐々木寧  

1983：日本の潜在自然植生図．宮脇昭・奥田重俊・   

望月陸夫（編）：改定版日本植生便覧．至文堂，東   

．  

Mochida，Y．＆Mこ Tohyama1982：The forest   

vegetation of western part of Shakotan Pe－   

ninsulain Hokkaido．EcologlCalReview，20  

（1）：53－61．Sendai．  

Numata，M．（ed．）1974：The flora and vegeta－   

tion of Japan．294pp．Kodansha，Tokyo．  

大野啓一1988：植物生態学的比較自然論一日本と北   

アメリカ東部の自然林の場合－．作新学院女子短期   

大学紀要12：169－189．  

・宮脇昭1986：本州中部山地帯の森林群落に関   

する植生地理学的研究．Hikobia9：417－429．  

Pignatti，S．1978：Zur MethodikderAufnahme   

von Gesellschaftskomplexen．“Assoziations－   

komplexe（Sigmeten）”（ed．T（ixen，R．）Ber．  

Intern．Sympos．，Rinteln1977，27－41．Rin－   

teln．  

Sasaki，Y．1970：Versuch zur systematischen   

undgeographischeGliederungderjapanische   

Buchen Waldgesellschaften，Vegetatio 20：   

214－249．  

Schmith也sen，J．1959：AllgemeineVegetations－   

geographie．2．Ed．，261pp．1961．Walter de   

Gruyter＆Co．Berlin．（宮脇昭訳：1968．シュ   

ミットヒューゼン・植生地理学．307pp．朝倉書店，   

東京）．  

1968：Allgemeine Vegetationsgeogra－   

phie．3．Ed．，463pp．Walter de Gruyter Co．   

Berlin．  

森林立地懇話会1972：日本森林立地図（1：2，000，000），  

19pp．東京．  

鈴木時夫1949：北海道桧山地方のブナ林に就いて．   

日林会誌，31（5）：138－145．  

1961：日本の森林帯前論．地理6：1036－   

1043．  

武田義明・中西哲1984：北海道ブナ林に関する植物   

社会学的研究．神戸大学教育学部研究集録72：145－   

154．  

・植村滋・中西哲1983：北海道のミズナラ林に   

ついて．神戸大学教育学部研究集録71：105－122．  

舘脇操1948：ブナの北限界．生態学研究11：1－6．  

1955－1957：汎針広混交林帯．北方林業   

7（11）：8－11，8（1）：7－9，8（4）：10－13，8（6）：   

8－11，8（12）：12－15，9（2）：17－23．  

Tatewaki，M．1958：Forest ecology of theis－  

1ands of the north Pacific Ocean．Jour．   

Facul．Agr．，Hokkaido Univ．，50：371－486．  

舘脇操1971：北方植物の旅．343pp．朝日新聞社．   

東京．  

遠山三樹夫・持田幸良1978：北海道胆振東部の落葉   

広葉樹林．吉岡邦二博士追悼植物生態論集．p．134－  

149．仙台．   



215   

渡遁走元1967：亜寒帯落葉樹林．北方林業19（1）：8－   

11．  

山中二男1979：日本の森林植生．219pp．築地書館，   

東京．  

山崎敬1959：日本列島の植物分布．自然科学と博物   

館26（1／2）：1－19．  

吉岡邦二1973：植物地理学．生態学講座12．84pp．   

共立出版．東京．   

1●  

Jl  l  l  

Ttixen，R．1973：Vorschlag zur Aufnahme von   

Gesellschaftskomplexein potentiellnatdrli－   

Chen Vegetationsgebieten．Acta Bot．Acad．   

Sci．Hung．19：379r384．  

1978：Versuch zur Sigma－Syntaxo－   

nomiemitteleuropaischerFlusstal－GesellschT   

aften．In Ttixen，R．（Ed．）：Assoziations－   

komplexe（Sigmeten）．Ber．Intern．Sympos．  

1977．p．273－283．J．Cramer，Vaduz．  

Walter，H．1964：DieVegetationderErde．Band  

IIDiegem嵐BigtenundarktischenZonen．1001   

Pp，Gustav Fischer；Stuttgart．  

ト
．
 
 
 
し
．
 
 

し
ー
 
予
す
ー
 
ー
，
－
 
′
′
．
，
 
－
き
l
 
 
小
 
 

L■  

■  




